よい土を作るための施肥方法
1. はじめに
継続的によい野菜を作るためには、「よい土作り」が大切です。
よい野菜ができるまでの大まかな流れは、まず小動物や微生物が土の中に投入された有機物を分解し、土壌を団粒化します。畑に投入された窒素、リン酸、カリ及び微量栄養素などは、団粒化された土壌のすき間に水分、空気などと共に保持されます。土中に蓄えられた栄養素は、野菜の根から効率よく吸収され、よい野菜を作ることができることになります。
すなわち、よい野菜は、単一の肥料とか単一の堆肥で作ることができると言うことではなく、有機物堆肥、栄養素そして土中の小動物、微生物などが微妙なバランスを保って存在する畑でよく出来ると言う事になります。その中でも重要な要素は、微生物の働きです。よい野菜を作るために必要なことは、いかにして有益微生物を土の中に増やすかと言う事であると言っても過言ではありません。
重ねて言いますが、まずは「よい土」を作ることが重要です。「よい土」を作るために使われる堆肥が腐葉土、木屑チップなどの有機物堆肥です。しかしながら、これらの有機物堆肥だけでは、野菜が必要とする栄養素が不足します。そこで、牛糞、鶏糞、生ごみ堆肥、化成肥料などの栄養素を有機堆肥とあわせて投入することが必要になります。
2. 様々な肥料、堆肥と施肥基準について
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各々の野菜には各栄養素がどの程度必要かという施肥基準値があります。実つき野菜の代表であるトマトとナス、そして葉物野菜の代表である小松菜の施肥基準を表１に示します。
1m2当たりに必要な重量（g）で示しました。表１の施肥基準値は奈良県農業総合センターのホームページ（http://www.pref.nara.jp/secure/26308/sehikijun.pdf）より情報を抜粋しました。
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例えば、5mx0.5m=2.5m2の広さの畝に必要な各栄養素の量は表２の様になります。
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また、様々な肥料に含まれる栄養素の成分は肥料の袋に表３のように表示されています。

これらの情報から、どの肥料をどのくらい投入しなければならないかを計算することができます。表３に示されているように、鶏糞、牛糞などの有機肥料はメーカーにより成分が一定しておりません。また、生ごみを使った堆肥に関しても様々な機関から成分が発表されておりますが鶏糞、牛糞以上に成分のばらつきが大きくなっています。
トマトの例で計算した結果を表４に示します。この計算結果は、5m x 50cmの畑でトマトの生育に必要な各々の栄養素を各々の肥料で施肥するために必要な各肥料の量です。
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例えば、トマトの生育に必要な窒素を化成肥料のみで施肥しようとした場合、469gの化成肥料が必要と言う事になります。

この計算結果には施肥基準量の半分の量を示しました。その理由は、ほとんどの場合、前作で施肥した肥料全てが消費されるわけでなく残留肥料として畑に残っていること、及び一般に肥料過多は、肥料が足りないときよりも障害が多く発生することを考慮しためです。これらの必要量を元肥と追肥に分けて施すことになります。
例として、8番目の化成肥料のみでのトマト栽培を考えてみます。まず、カリの量を参考に施肥した場合、547gを施肥することになります。しかし、窒素分の必要量は469gであるとの計算結果が表にありますので、結果的に78gの窒素分の過剰施肥と言う事になります。そのため、一般には窒素分の過剰施肥が及ぼす悪影響が心配ですので、窒素分の施肥量469gを基準に施肥することがよいとされています。化成肥料の場合、様々な組成の化成肥料が市販されていますので、比較的簡単に三大要素である窒素、リン酸、カリをバランスよく施肥することができます。
このように考えると、土壌の団粒化促進に必要な腐葉土と化成肥料のみで理想的な野菜作りが実現できるように考えられますが、一概にそのように考えることができないのが自然のバランスです。

化成肥料には、いわゆる三大要素である窒素、リン酸、カリがバランスよく含まれていますが、野菜に必要なビタミンやミネラルなどの微量栄養素がほとんど含まれていません。さらに、化成肥料は化学的に処理された無機物の成分として栄養素が提供されますので、土中の有益微生物のえさが不足します。そのため、土中の有益微生物が減少し、土の自然のバランスが崩れ、「やせた土」になってしまいます。

そのような「やせた土」になってしまうと、いくら適当な量の肥料を化成肥料で与えたとしても野菜は栄養素を吸収することができなくなってしまいます。さらには、有害な微生物、細菌が土中に支配的になり、病気が発生したり、害虫が大量発生したりすることになり、満足な収穫を得ることができなくなってしまいます。

そのような「やせた土」にしないために、有益な微生物のえさが多く含まれる有機肥料を十分に与えることが重要になってきます。人間の腸の中もそうですが、自然界は微生物の力無しには健全な状態を保つことができないと言うことを再確認することが重要です。

有機肥料としてよく使われるのが、鶏糞、牛糞、油かすなどです。有機肥料の施肥で注意しなければならないことは、単品の有機肥料では成分のバランスが悪いということです。
例えば、鶏糞のみで必要な量の栄養素を畑に供給しようとすると窒素、リン酸、カリの必要量は各々1,293g、641g、1,509gとなりバランスが悪くなってしまいます。そこで、様々な有機肥料を混ぜて施肥することにより、バランスよく畑に栄養素を投入することが出来ます。
3. 追記事項
3.1. 志木市のダンボール堆肥について

上記の検討の中で注目すべきことは、志木市で行われたダンボール堆肥の実験結果です。（参照ホームページ：http://fuyo-hin.com/ecorisa/sogo_new/index.htmのレポート「庭がなくてもできるダンボール堆肥」）

その結果によると、各成分は以下のようになっています。
ダンボールコンポスト（志木市）
窒素：リン酸：カリ
3.3%：6.0%：4.8%
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志木市のダンボール堆肥は他の有機肥料に比べ、各栄養素の含有量も多いし、バランスも取れた良質の肥料になっています。このように良質な肥料になった理由は、4kgほどの基材に3ヶ月程と比較的長い期間、生ごみを投入し続けたことにより、生ごみの成分がバランスよく凝縮されたためと考えられます。例えば1日に200gづつ生ごみをダンボールコンポストへ投入すると3ヶ月では200x30x3=18,000gの生ごみが投入されることになります。ダンボールコンポストの場合、凝縮率が90%程度となりますので投入された18kgは1.8kgに凝縮されます。もともとの基材4kgと合わせて取り出すことができる全体の重量は5.8kgになります。この間、生ごみに含まれる栄養素が凝縮されてダンボール堆肥に蓄えられ良質な堆肥ができたと考えられます。

参考までに生ごみ素材の組成一覧を表５に示します。（参考資料：雑誌　「身近な素材でつくる　ボカシ肥・発酵肥料」）
3.2. 伊藤畜産の堆肥「力」について

表３に掲載した伊藤畜産の堆肥「力」の組成は、堆肥の袋に記載されていたものを表に転記しましたが、志木市のダンボール堆肥と比較し、カリ分が極端に少なくなっている点が気になります。表５によると食品残渣でカリ分が少ないものは、炭水化物ですので、伊藤畜産の堆肥は野菜くずよりご飯、スパゲティーなどの炭水化物が多いとも考えられます。
3.3. 生ごみを利用した堆肥全般いついて
様々な方式の生ごみ堆肥化システムが提案されていますがそれらは各々メリット、デメリットを持っていますので、各方式による生成物の組成、性質をよく理解し堆肥として利用することが重要になります。上手に作ると志木市のダンボール堆肥のようにバランスのよい堆肥を手に入れることができますが欠点もあります。投入される生ごみの組成が一定しないため、できる堆肥の組成が一定にならないこと、出来上がる量が少ないことなどが欠点です。一坪とか二坪程度の家庭菜園では、自分の家でできる生ごみ堆肥のみで野菜を作ることも不可能ではないと思われますが、数十坪の規模になると生ごみ堆肥のみではなく、鶏糞や牛糞などのそのほかの有機肥料を併用することになると思います。

生ごみ堆肥は、畑に有機物を大量に投入できるため、化成肥料に比べ、「よい土」を作るという観点から優れた堆肥であると考えられます。畑に投入された有機肥料は、有益微生物のよい「えさ」となりますので、多くの微生物が大量に繁殖でき、「よい土」を作ることに大きく寄与します。その結果、有害微生物の発生が抑制され、健康な野菜を作ることができるようになります。また、有益微生物は土の団粒化を促進するのにも大きく寄与します。

人や家畜の腸内で有益微生物が重要な役割を持っているのと同じように、地球上の多くの生き物が微生物の恩恵を少なからず受けています。そのような意味で、まずは土の中に有益微生物を増やすことが、健康で美味しい野菜を沢山作るために重要なこととなります。

そして、有益微生物の繁殖に重要な要素が有機堆肥、有機肥料と言う事になります。
3.4. 我が家の土作り
畑の土壌改良を行う上でよく使われる堆肥が落ち葉堆肥です。我が家の畑の面積は６０坪程ですが、年間に投入する落ち葉堆肥は、体積にして２トントラック一杯分程になります。毎年、秋に落ち葉を集め、10ヶ月程間熟成させ、翌年の秋から使用します。落ち葉堆肥を作る時点で発酵促進のため80kgほどの米ぬかを投入しますので、市販の腐葉土よりは栄養素が多い落ち葉堆肥となっています。

肥料としては、鶏糞を主に使用しています。また、補助肥料としてEMぼかしⅡ、油かすなども使用します。

EMぼかしⅡは、毎年秋に一年の使用量である10kgほどを仕込みます。2ヶ月ほど落ち葉堆肥の中で熟成させた後、乾燥させ、春から有機肥料として使用しています。

また、木酢液、EMストチュウなども害虫駆除、土壌改良の目的で使用しています。

このように有機堆肥、有機肥料の施肥を15年以上続けておりますので、我が家の野菜は、完全有機、完全無農薬栽培と言う事になります。
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